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安
倍
政
権
の
暴
走
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

○
園
円
田
例
囲
剛
同
倒
園
Ｔ
「社
会
保
障
と
財
政

赤
字
削
減
の
た
め
」
と
云
つ
て
い
た
消
費
税
増

税
分
が
、
大
企
業
の
減
税

，
大
型
公
共
事
業
と

軍
事
費
増
加
の
財
源

へ
。

○
圃
園
脳
倒
田
田
”
政
府
が
何
で
も
自
お
に
秘
密
ｔ

に
し
て
、
情
報
の
入
手
を
懲
役
刑
な
ど
の
厳
罰

に
。
民
主
主
義
と
人
権
を
危
う
く
し
、
ア
メ
リ

カ
と
い
つ
し
よ
に
「戦
争
す
る
国
」
を
目
指
す
。

。

同

十Ｐ ‐

ＩＰ ‐

Ｔ

ア

ォ

リ

カ

の

圧

力

で

、

コ

メ

な

ど

の

関
税
が
な
く
な
り
、
日
本
の
農
業
や
食
料
が
守

れ
な
く
な
る
恐
れ
も
。

０
同
田
岡
田
‐――
圏
閑
剛
団
Ｔ
福
島
の
災
害
に
目
を

つ
ぶ
り
、
核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
目
途
が
な

い
原
発
を
、
「基
盤
と
な
る
重
要
な
ベ
ー
ス
電
源
」

と
位
置
づ
け
、
再
稼
働

へ
。

○
岡
田
Ｔ
悠
久
の
美
ら
海

“ど
野
古
”

へ
の
新
基

地
建
設
で
沖
縄
の
基
地
負
担
を
永
久
化
。

○
閣
田
田
胴
倒
田
田
閉
田
丁
歴
史
逆
行
の
本
性
が

あ
ら
わ
に
な
り
、
韓
国

・
中
国
、
「同
盟
国
」
の

ア
メ
リ
カ
や

ロ
シ
ア

・
Ｅ
Ｕ
か
ら
も
批
判
。

こ
れ
ら
暴
走
の

一
つ
ひ
と

つ
が
国
民
の
批
判
を
受

け
、
内
閣
支
持
率
は
急
落
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
安
倍
政
権
は
み
ん
な
の
嫌
が
る
こ
と
ば
か
り

す
る
の
か
？
自
民
党
は
も
と
も
と

「ア
メ
リ
カ
」
や

「大
企
業
」
の
た
め
に
奉
仕
す
る
政
党
で
す
。
だ
か

ら
嫌
が
ら
れ
て
も
、
国
民
の
意
に
逆
ら
つ
た
暴
走
を

繰
り
返
す
し
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
暴
走
を
止
め
る

に
は
、
怒
り
の
声
を
上
げ
、
選
挙
で
政
権
か
ら
追
い

落
と
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

新
年
に
あ
た
り
、
日
本
共
産
党
は
こ
の
古
い
自
民

党
政
治
と
対
決
し
、
対
案
を
提
示
し
、
広
範
な
国
民

と
共
同
し
て
、
政
治
の
転
換
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る

こ
と
を
改
め
て
約
束
い
た
し
ま
す
。

昨
年
１
２
月
に
強
行
採
決
で
成
立
し
た

「特
定
秘

密
保
護
法
」
に
対
し
て
は
、
ア
ニ
メ
作
家
宮
崎
駿
や

俳
優
大
竹
し
の
ぶ

・
藤
原
紀
香
を
始
め
多
く
の
方
々

が
反
対
を
表
明
し
、
反
対
デ
モ
も
日
に
日
に
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

秘
密
に
し
た
い
外
交
や
防
衛
の
情
報
は
あ
る
で
し

よ
う
。
け
れ
ど
も
人
権
を
侵
害
し
、
厳
罰
で
国
民
を

聾
鰐
メ
の
自
審
摩
傍
些
ヌ
い
ッ
タ
才
ウ
′
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衛 のネ者を降うす

威
嚇
し
て
ま
で
保
護
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

反
対
の
広
が
り
に
慌
て
た
安
倍
首
相
は

「
一
般
の

方
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
必
死
に
ご
ま

か
し
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

神
鋼
で
も
、
特
定
秘
密
に
指
定
さ
れ
る
可
能
性
の

高
い
、
軍
事
や
原
発
関
連

（使
用
済
み
核
燃
料
の
輸

送
キ
ャ
ス
ク
な
ど
）
に
従
事
す
る
社
員
と
関
連
会
社

や
派
遣
の
社
員
の
、
本
人

・
家
族

・
親
戚
等
の
多
数

の
人
が
適
正
評
価
対
象
者
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
徹
底
的
に
調
べ
上
げ
ら
れ
、
た
と
え
酒
席
で
う

っ

か
り
漏
ら
し
て
も
処
罰
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
今
年
の
通
常
国
会
に

「秘
密
保

護
法
廃
止
法
案
」
を
提
出
し
ま
す
。
廃
止
の
声
を
更

に
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
年
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
春
闘
交
渉
が
始
ま
り
ま

す
。
今
年
の
４
月
か
ら
消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に

上
が
る
こ
と
で
、
消
費
が
減
り
、
景
気
が
冷
え
込
む

こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
国
民
の

懐
を
直
接
温
め
て
、
内
需
を
喚
起
し
日
本
経
済
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

計
画
以
上
の
業
績
改
善
が
見
込
ま
れ
る
神
鋼
で
は
、

緊
急
施
策
解
除
だ
け
で
な
く
、
賃
上
げ
も
期
待
さ
れ

ま
す
。
神
鋼
労
組
の
上
部
団
体
で
あ
る
基
幹
労
連
も

「
６
年
振
り
の
ベ
ア
要
求
、
２
年
間

・
月
３
５
０
０

円
ず

つ
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
賃
金
ベ
ー
ス
が

上
が

っ
て
こ
そ
、
将
来
設
計
が
確
か
な
も
の
に
な
り
、

金
を
使
お
う
か
と
い
う
気
に
も
な
り
ま
す
。
内
需
が

回
復
す
れ
ば
、
会
社
の
業
績
回
復
に
も
確
実
に
貢
献

し
ま
す
。
神
鋼
経
営
者
の
そ
う
い
う
社
会
的
責
任
の

自
党
に
立

っ
た
決
断
を
要
求
し
ま
す
。

01″際

みなさんの声をお寄せください。情報源はキチンと守りますので、ご安心ください。その声に応えて、会社や労働組合に働きかけていきます。

`13年
12月 19日 の三宮デモ

メール :info@icpishinkO iD ホ~ムページからも送れます (http:〃www,jcI)‐8hnh jp)。
仙 :078'577‐ 6255  Fax1078‐ 577‐2240
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十
段
　
結
城
　
　
聡

黒
先
　
一つ
ま
く
攻
め
て
く
だ

さ
い
。
　

　

　

（
５
分
で
５
級
）

七
段
　
伊
藤
　
　
果

１
三
金
を
生
か
し
ま
す
。

（
１０
分
で
３
級
）

持
翻
　
飛
金
金

八
段
　
岡
部
　
　
寛

黒
先
　
四
の
連
続
で
勝
ち
ま

す
。　
　
　
　
（１０
分
で
３
級
）

材新党は年親勢,風物着

☆尭 銹 務 働を' と`初舷法

者千高効 彰 喜ゎ夕Jこアカート

昨
年

一
‐一‐
月
、
「は
が
ね
の
会
」
の
二
人
が
、
基
幹
労
連
の

き
、
ご
両
人
の
了
解
を
得
て
、
左
記
に
掲
載
し
ま
す
。

「ア
ン
ケ
ー
ト
」
中
止
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
行

っ
た
と
聞

こ
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
、
組
合
か
ら
は

「多
く
の
批
判
が
上
が
り
、
反
省
し
て
い
る
」
と
の
日
頭
に
よ
る
回
答
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
労
働
組
合
の
生
命
で
あ
る
団
結
を
阻
害
す
る

「特
定
政
党
支
持
押
し
付
け
」
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
、

更
に
職
場
か
ら
声
を
挙
げ
て
い
き
ま

‐
し
ょ
う
。

神戸製鋼所労働組合 御 中

「政策実現活動に関するアンケート」の中止を求める申し入れ

日頃の活動、ご吉労様です。

さて、7月の参院選の結果を受けた基幹労連名の 「政策実現活動↓子関するアンケ
ー ト」が10月末か

ら職場に配布され、その後一か月で記入 '回収するスケジュールで取り組まれていますと
アンケートを見た組合員から、「何だこれは、思想調査か」「郵便番号で誰だかわかつてしまう」「組

合が民主党を推すこと自体、問題だ」など、「アンケート」そのものへの批判とともに民主党への支持

押し付けへの怒りの声が挙がっています。

このアンケー トは、次に述べる問題点を抱えています.

① 「比例代表選挙の投票をしたか」「投票しなかった理由」「
“
とどろき
ル
と記入したか」

「“とどろき
"と
記入した理由、記入しなかつた理由」などを問うています。

これらは投票の内容を一人ひとりの組合員に回答させるというもので、憲法で保障されていると本的

人権の柱である 「投票の秘密」「思想信条の自由」を侵害する思想調査そのものです。

② 組 合員一人ひとりの攻党支持 ・思想信条は自由であり、違いがあるのは当然のことです。労働組合

とは、この違いを超えて一致する要求実現のために田結し闘うのが本来の姿です。そこに特定政党支持

を持ち込むと、団結と要求実現に大きなマイナスとなります。ましてや、公約を裏切り国民の願いに背

を向けた民主党支持は更に許せません。今回のアンケートは、相変わらず民主党の支持を押し付けてい

ることに一片の反省もなく、今後もそれを維続し強化するという立場からなされており、_組合運動に有

害と云わざるをえません。

なぜ、このような、誰が見ても大きな問題を感じる非常識なアンケー トが、まるで何のチェンクもさ

れていないかのように、流されてくるのか、大きな疑間です。
,F

私たち神鋼労組神戸支部の組合員二名は、神鋼労組が、組合員一人ひとりの思想信条の自由を守り、

思想信条の違いを超えて
一致する要求実現のために団結すべき労働組合本来の姿に戻ることを願う立

場から、以下の申し入れをします。12月 16日 (月)ま でに文書で回答ください。
1,「政策実現活動に関するアンケートJを集めることを直ちに中止すること。
2.す でに集めたアンケートは直ちに廃菜し、アンケートの集計などのアンケート活動全体を直ちに中

止すること。
3.基 幹労連にアンケート活動の中止を直ちに求めること。
4.組 合活動に有害な特定政党支持=民 主党支持押し付けをやめ、特定の候補者への支持の押し付けも

止めること。

2013年 11月 26日

神鋼労組神戸支部  池 水 昇 ・中尾正樹

み
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